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１． はじめに 

Z!Stream は，学生が購入したノート型パソコン

や大学所有のパソコン等で，ネットワークを介して

ソフトウェアを柔軟に利用できるライセンス管理シ

ステムである．これまで情報環境学部では，新入生

全員に１年間，ノート型パソコンと初年度の授業で

必要になるソフトウェア一式を貸与してきた．さら

にプロバイダ(@nifty)のアカウントを学部在学期間

中に無償で提供し続けており[1]，学生の自宅からの

利用はダイヤルアップ接続からブロードバンド接続

へ急速に推移するようになった．貸与しているパソ

コンの陳腐化は避けられず，保守契約が完了した

2004 年 3 月をもって，ノート型パソコンの貸与制

度を終了した．今年度の新入生からノート型パソコ

ンを購入してもらうことになったが，ソフトウェア

に対する学生の費用負担をいかに減らせるかが，長

年の懸案事項となっていた[2]．この問題を解決する

一つの手段として，2003 年 4 月に Z!Stream を導入

した[3,4]．利用を開始して 1 年以上が経過し，イン

ターネットを介した利用の拡大，その後の利用状況

や問題点等について述べる． 

 
２． 学習環境の変化 

情報環境学部は開講してから 3 年が経過し，学部

の完成年度を迎えた．4 月からは大学院も開講し，

学生数は約 900 名になった．大学院でもプロバイダ

のアカウントを大学院在学期間中に無償で提供する

ことが決まるなど，学部で培ったインフラを継承し

ている．キャンパス内では無線 LAN を中心にイン

フラが整備され[5,6]，ダイナミックシラバスを活用

した時間割の作成[7,8]，メールやネットサーフィン

の利用など，学生のキャンパスライフの一部として

パソコンとインターネットの活用が身についた．プ

ロジェクト科目は，学内，学外からテーマを募集し，

学生と教員が一丸となって取り組む授業である．テ

ーマの受付は，事務的な煩雑さを避けるために，ブ

ラウザで行えるシステムを開発した[9,10]．2003 年

5 月末からは，個人の認証によって成績の閲覧やレ

ポートの登録などを行える，パーソナライズドウェ

ブページ（PWP）が稼動を開始した[11]．今年の 4

月からは，リアルタイムで授業評価を行うシステム

が稼動を開始した[12]．さらに，授業コンテンツに

関する様々な試みが行われており[13]，このように

キャンパス内の教育を取り巻く環境は，ネットワー

クとパソコンの利活用を中心に，大きく変化し続け

ている． 

2004 年 4 月に入学した新入生を対象に，導入教

育の授業の後半にアンケート調査を実施し［14］，

108 件の回答を得た．アンケート調査項目の中には

購入したノート型パソコンのメーカと基本ソフトウ

ェアに関する設問が含まれており，調査結果を表 1

と表 2に示す．  

表 1 新入生が購入したノート型パソコンのメーカ 

購入メーカ 人数 % 
IBM 15  13.8 
富士通 20  18.5 
SONY 12  11.1 
NEC 14  12.9 
東芝 14  12.9 
シャープ 20  18.5 
デル 1 0.9 
ソーテック 2 1.8
松下 1 0.9
その他 9 8.3



表 2 新入生が使用している基本ソフトウェア 

基本ソフトウェア 人数 % 
Windows XP 102  94.4 
Windows Me 2  1.8 
Windows 2000 2  1.8 
Windows 98 1  0.9 
その他 1 0.9
 
３． 新入生のパソコンの購入に関する問題点 

新入生が入学以前にノート型パソコンを購入して

持参することを，情報環境学部では初めて体験した．

入学直後に実施される導入教育で問題になったこと

をいくつか挙げる． 

（１）購入が間に合わない学生 

入試日程の関係から，入学が 3 月末まで確定しな

い学生について，パソコンの購入が間に合わない状

況が発生した．一方，パソコンの発注は行ったもの

の，品不足等の影響で納品が遅れる学生も発生した．

今年の導入教育では，前年度まで貸与していたノー

ト型パソコンを緊急回避的に貸与するなどの対策を

とることによって，急場をしのぐことができた．こ

のように，導入教育の開始までにパソコンの購入が

間に合わない学生が，約 1 割程度発生することを考

慮しておく必要があることが明らかになった． 

（２）メーカ固有の機能に関する問題点 

ノート型パソコンは，メーカによって固有の機能

が設定されており，個々の特徴を把握するまでに時

間がかかった．特に，無線 LAN に関する機能は，

その利用の切り替えをハード的なスイッチで行うも

のや，ファンクションキーの組み合わせで行うもの

があり，これに気が付くまで，多くの時間を要した．  

（３）基本ソフトウェアの違い 

新入生の大半は，Windows XP が導入された機種

を購入しているが，数名の学生は，これまで使って

いた旧式のパソコンを持ち込んだ．基本ソフトウェ

アの違いによる操作方法や設定方法の違いが発生し

た．また，ウイルス対策を実施するために，Windows

の update を指導したが，2004年の春モデルでさえ，

昨年の夏頃の Windows が導入されている機種もあ

り，メーカによって基本ソフトウェアの update が

遅れているものがあった．何人かの学生は，さっそ

く，昨年の夏に流行したブラスターに感染するなど，

これらの対応に予想以上の時間を費やすことになっ

た．旧式のパソコンについては Windows の update

の件数が，50 件近くにおよぶものもあった． 

（４）MAC アドレスの収集 

学生が所有するパソコンを学内に持ち込む場合，

誰がどこから使っているかを把握できることが重要

である．このことは DHCP サーバを前提としたネッ

トワークの利用において，IP アドレスだけの管理で

は困難である．情報環境学部では，導入教育のとき

に，学籍番号と MAC アドレスの対応が分かるよう

に，これらの情報を収集することを行った．具体的

には，PWP にログインすることによって，これら

の情報を自動的に収集できるため，これを活用した．

有線 LAN と無線 LAN での接続を行うため，接続方

法を切り替えた後，個々に PWP へログインを行う

ことによって，有線 LAN と無線 LAN の MAC アド

レスの情報を収集した． 

 
４． インターネットを介した利用 

Z!Stream は，サーバに登録されたアプリケーシ

ョンをユーザからの要求にしたがってオン・デマン

ドで配信することにより，利用者にとって柔軟な利

用を実現し，システム管理者にとって運用の負担を

軽減できるシステムである．概要を図 1に示す． 

 

図 1 Z!Stream の概念（カタログより抜粋） 

オンデマンドでソフトウェアを利用するためには，

あらかじめクライアント側にキャッシュされるデー

タを作成しておく必要がある．この作業はパッキン

グと呼ばれ，Z!Stream の開発元で行う．既にパッ

キング実績のあるソフトウェアについては，１週間

程度で完了できるが，過去に実績の無いソフトウェ



アについては，1 ヶ月程度の期間を必要とすること

がある．また，パッキングには費用が発生する．し

たがって，Z!Stream の運用には，サーバ設備以外

にクライアント数に応じたライセンス料とソフトウ

ェア毎にパッキングの費用が必要である． 

 
５． 利用状況 

Z!Stream が稼動を開始してから，1 年以上が経過

した．2003 年度と 2004 年度（5月 26 日現在）のア

クセス状況を図 2と図 3に，ブロードバンド申し込

み状況を表 3に示す．図 2から，情報環境学部の授

業で必要になるソフトウェアの様子が，セメスター

毎に顕著に現れていることがうかがえる．さらに図 

3から，formZ の利用が，前年度以上に増加している

ことがうかがえる． 
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図 2 アクセス状況（2003 年度） 
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図 3 アクセス状況（2004 年度 5月 26 日現在） 

表 3 ブロードバンド申込状況 

 2001 2002 2003 2004 合計

ﾌﾚｯﾂ ADSL 17 25 30 3 75
B ﾌﾚｯﾂ ---- ---- 14 1 15
ﾌﾚｯﾂ ISDN 5 2 0 0 7
 

formZ，Vector Works，Shade，PhotoShop の利用

は，春セメスターに開講している授業で利用してい

るソフトウェアであり，学生が使用しているパソコ

ンからこれらのアプリケーションが活発に活用され

ていることがうかがえる．ソフトウェアの一部には，

フリーソフトウェアも含まれている．これらのソフ

トウェアは，Z!Stream 導入時にデフォルトで設定さ

れているためである． 

 
６． 運用上の問題点 

インターネットを介した Z!Stream の利用を行う

ために VPN での接続を開始し，約２ヶ月が経過し

た．運用上の問題点が明らかになったものについて，

主なものを以下に述べる． 

（１） ライセンスの問題 

最大の問題は Z!Stream の技術的な問題というよ

りも，ソフトウェアのライセンスの制約から，

Z!Stream で利用できないソフトウェアが存在する

ことである．例えば，ソフトウェアの利用が学内に

限定されているソフトウェアの場合，微妙な問題が

発生する．物理的な利用が，学外であることを考え

ると，学内での利用に限定されたソフトウェアは使

えないことになるが，VPN での利用は学内の環境が

そのまま学外に延長されたとも考えることができ，

かつ VPN の利用者は学内のユーザに限定されてい

ることを考慮すると，学内での利用の解釈を拡大し

ても良さそうである．このような問題が発生するの

は，ソフトウェアの使用許諾契約が VPN での利用

を考慮しない時代に作成されたものが多いためと考

えられるが，今後，利用の拡大解釈が必要である． 

一例であるが，東京電機大学は Mathematica の

サイトライセンス契約を結んでいる．この契約の中

では，大学が所有するコンピュータに入れて使うこ

とはできるが，個人所有のパソコンで利用すること



はできない．したがって，個人で Mathematica の

ライセンスを取得するか，これに相当するフリーソ

フトを使うしか対処方法がない．2004 年 4 月の新

入生については，1 年間のバルクライセンス契約を

学部で結び，新入生の個人所有のパソコンに入れて

使うことになった．  

（２） ポップアップウインドウの影響 

図 2 と図 3 に示したアクセス状況のグラフから

わかるように，formZ の利用が活発に行われている．

この利用に関して，Z!Stream がうまく動かなかっ

たとの報告があった．主な原因は，学生が使用する

パソコンにファイアウォールを入れていて

Z!Stream が使用するポートを塞いだり，インター

ネットエクスプローラのポップアップウインドウの

表示を禁止するようなソフトが入れられていたため，

うまく動作しなかったことが挙げられる．具体的に

は ， Google Toolbar ， MSN Toolbar ， Norton 

InternetSecurity 等のソフトがインストールされて

いる場合には Z!Stream の画面（スタートボタンか

らソフトを選ぶ画面）を表示することができなかっ

た．学生が所有するパソコンのいくつかは，購入当

初からポップアップウインドウの表示を禁止してい

る設定のパソコンがあった．Z!Stream は，ポップ

アップウインドウの表示が必要なため，このような

設定が有効になっていると，Z!Stream を起動でき

ない現象が発生した．  

 
７． 今後の課題 

Z!Stream の運用はイントラネットを中心に 1 年

以上実施し，キャンパス内におけるソフトウェアの

柔軟なライセンス管理を実施する上で，十分な性能

と機能を得られている．2004 年 4 月から，VPN に

よる利用を開始し，その活用を広げることができた．

VPN による利用は，キャンパスの内の利用と捉える

べきか，キャンパス外の利用と捉えるべきかによっ

て，扱いが微妙なソフトウェアが出てくることも明

らかになった．昨年の PC カンファレンスでも述べ

たことであるが，ソフトウェアの開発元が，このよ

うなライセンス管理を積極的に認めてくれることを

願っている．現在，Z!Stream が利用できるクライア

ント側の環境は Windows であるが，さらに MacOS な

どでも利用できるようになることを，期待したいも

のである． 
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